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１月８日 芦屋町 二十歳のつどい 　二十歳のつどいの様子は、２～３ページに掲載しています。

君がゆく未来は
君が創るもの
芦屋魂で進もう！
その先へ



日野翔太さん
福岡市の消防士として働
いています。早く一人前の
消防士になれるように訓
練を頑張っています。

　

１
月
８
日
、
二は

た

ち
十
歳
を
祝
う
「
芦

屋
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
町
民
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
祝
福

さ
れ
た
の
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日

か
ら
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
皆
さ
ん
で
、
町
内
外
か
ら
１
０
９

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
波
多
野
町
長
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
大
き

な
変
化
の
波
を
経
験
し
て
き
た
私
た

ち
は
、
今
、
新
た
な
未
来
を
切
り
開

く
出
発
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
苦
難

に
対
し
て
新
し
く
若
い
発
想
と
力
で

乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
代
表
し
て
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
日
野
椋
太
さ
ん
は
、

「
二
十
歳
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
、
私
た
ち
の
若
さ
と
情
熱
を
明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
た
ち

の
た
め
に
注
ぎ
、
日
々
精
進
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
成

人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
芦
屋
町
で
は
二
十
歳

の
節
目
を
祝
福
し
、「
成
人
式
」
か
ら

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
へ
と
名
称
を
改

め
、
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

砂川尋海さん
大学で地学を学んでいま
す。教員になるための勉強
をするか、地震系の研究を
するか迷っています。

二
十
歳
お
め
で
と
う
！
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松本愛未さん
先輩に追いつけるように
仕事を頑張ります。お酒を
飲めるようになったので
ほどほどに飲みます。

林 悠起さん
ここまで育ててくれた親に感
謝したいです。中学の時はサッ
カー部だったので、スポーツ
メーカーに就職したいです。

田中佑奈さん
今年の 3 月から保育士とし
て働きます。子どもたちの
ために、教育のことをさら
に勉強します。

宮原洸志郎さん
20 歳の節目を迎え、お酒も
飲めるようになり、友だちに
もに久し振りに会えてすごく
うれしい気持ちです。
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

1 月８日　令和５年遠賀郡消防合同出初式
町民の安全・安心のために

　芦屋町総合運動公園のグラウンドで遠賀郡４町の消防団
員と遠賀郡消防本部、航空自衛隊芦屋基地消防班が参加
して合同出初式が行われました。芦屋町からは守田政孝団
長以下65人が参加し、式典では消防活動に貢献のあった
団員や団の表彰が行われ、その後祝賀放水が行われました。
●�消防庁長官表彰／永年勤続章＝浅井和生
●�日本消防協会表彰／精績章＝山内 誠
●�福岡県知事表彰／50年勤続＝湊 寛。20年勤続＝平野
典利、入江貴大、西山勝之
●�福岡県消防協会表彰／永年勤続表彰 30年勤続＝藤野 
浩。25年勤続＝安髙勝弘、執行浩一。20年勤続＝平
野典利、入江貴大、西山勝之。15年勤続＝牧元 聡志、
貝掛 俊之、中西康晴。10年勤続＝中西 徹、重岡裕馬、
上四元彰吾、添田良平。優良団員表彰＝安光哲也。遠
賀支部長表彰＝魚住一広、志垣拓哉
●団長表彰＝竹岡裕太、中西智昭、木下達貴（敬称略）

１月 11日～５月７日　芦屋歴史の里特別展　
「玉井家・吉田家・杉山家～人の望みと喜びと～」

芦屋町を軸に不思議な芦屋町を軸に不思議な縁縁
えにしえにし
でで繋繋
つなつな
がった３家を紹介がった３家を紹介

△左＝玉井家子孫、玉井行人さん
　右＝杉山家子孫、杉山満丸さん

　芦屋町にゆかりがあり、幕末以降、政財界や社会で活躍した人
物を輩出した、玉井家・吉田家・杉山家の３家の不思議な縁を紹
介する特別展が開催中です。開催初日には子孫の玉井行人さん（ギ
ラヴァンツ北九州会長）と杉山満丸さん（作家・評論家）が来場
し、報道陣の取材に答えました。玉井さんは、かつて新聞記者と
して故吉田敬太郎氏（最後の若松市長）にあいさつした時のこと
や、いとこの故中村哲氏（アフガニスタンで人道支援に尽力した
医師）の「困っている人がいたら助ける」という倫理観のことな
どを語りました。杉山さんは、インドの緑化活動に尽力した父、
故杉山龍丸氏の国際的活動が、中村哲氏へ多大な影響を与えた接

点などを話してくれました。
　会場には、３家の歴史と芦屋町とのつ
ながりを一緒に振り返ることができる資
料、約 200 点が展示されています。特別
展は５月７日日まで開催しています。
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今年の無病息災を願って今年の無病息災を願って

　若葉保育所の年中・年長児が鏡開きを行いました。先生から、鏡
餅は割るのではなく開くと言うことや、代々家が繁栄するように餅
にだいだいの実を乗せるという説明を聞いた後、子どもたちは「固
い！」「手が痛い！」と言いながら順番に木槌

づち
で餅を叩いていました。

� １月 25日・27日　山鹿小学校区祖父母学級×山鹿小学校１・３年生
昔の人たちはこんな生活をしていたんだね昔の人たちはこんな生活をしていたんだね

　山鹿小学校区祖父母学級が「楽しく学び、より深い社会性を身につける」こ
とを目的とし、山鹿小学校１・３年生を対象に「昔の遊び」「昔の生活」を教
える教室を開きました。ゴム飛びや福笑いなどを一緒に楽しみ、洗濯板の使い
方など実演しました。講師の松本るり子さんと三友和子さんから「昔は、料理
をする前に火をおこすところから始めていた」などの話を聞き、子どもたちは

「昔の人の生活はとても大変だったことがわかった」と感想を話していました。

� １月 11 日　若葉保育所　鏡開き

１月 18日～３月７日　古印づくり体験
世界に一つしかない古印をつくろう世界に一つしかない古印をつくろう

　町内の小学６年生と中学３年生を対象に錫
すず

の古印づくり体験が行
われました。講師は芦屋鋳

い も じ
物師の樋口陽介さん。芦屋釜が生まれた

芦屋ならではの取り組みです。子どもたちは専用の鋳
い が た

型に溶けた錫
を丁寧に流し込みました。鋳型を外し古印が出てきたときには「お
ー！」という歓声が。子どもたちは「鋳物師の人たちが大変な作業
をしていたんだとわかりました」などの感想を話してくれました。

１月 24日・25日　氷点下３℃の芦屋町
雪が降ってもげんきいっぱい雪が降ってもげんきいっぱい

　全国的な大寒波到来で、町にも雪が降りま
した。珍しく降る雪に子どもたちは大喜び。
半ズボンで走り回ったり、雪玉を投げたりと
元気いっぱいでした。芦屋釜の里の庭園も雪
景色で、ししおどしの水は凍っていました。
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絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
芦
屋
町
か
ら

発
信
し
た
い
！
２
０
２
３
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
展

　

私
た
ち
は
「
芦

屋
ス
ケ
ッ
チ
さ

ん
ぽ
同
好
会
」
と

「
ア
ト
リ
エ
Ｋ
同

好
会
」
の
合
同
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ

し
や
」
で
展
覧
会

を
開
催
し
て
7
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
遠
く
広
が
る
芦
屋
の
海
を
眺
め
た
り
、
歴

史
を
残
す
漁
師
町
の
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
ん
だ

り
、
あ
る
時
は
教
室
で
花
や
モ
デ
ル
さ
ん
を

描
き
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
そ
の
瞬
間
の

解
放
感
を
楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
「
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
」
と
は
朱
色
の
一
つ
で
日

本
の
伝
統
色
の
オ
レ
ン
ジ
色
・
橙
色
で
す
。
元

気
に
な
れ
る
色
、
暖
か
い
色
を
展
覧
会
の
名

称
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
３
月
17
日
金
～
23
日
木
・
午
前
９

時
～
午
後
５
時（
23
日
木
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

▽�

内
容　
風
景
画
42
点
、
人
物
・
静
物
画
18

点
、
合
計
60
点
（
出
品
者
26
人
）

▽�

主
催　
芦
屋
ス
ケ
ッ
チ
さ
ん
ぽ
同
好
会
・

ア
ト
リ
エ
Ｋ
同
好
会

▽�

問
い
合
わ
せ　
田
代
桂
子
（
☎
０
９
０
‐

４
５
８
６
‐
６
６
８
７
）

知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い
の
疑
似

体
験
と
講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
簡
単
な
道
具
を
使
っ
て
知
的
障
が
い
や
発

達
障
が
い
が
あ
る
人
の
、
も
の
の
見
え
方
や

考
え
方
、
ま
た
、
ど
う
行
動
す
る
か
な
ど
を

体
験
し
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
講
演
は
、
実
際
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
育
て
た
人
の
体
験
談
で
す
。
誰
で
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
人
の
入
会
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
不
安
や
悩
み
な
ど
当
事
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
５
日
日
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

講
師　
下
山
い
わ
子
さ
ん
（
福
岡
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
）

▽�

入
場
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
会
長　
坂
井
敏
幸
（
☎
０
９
０
‐
４
７

７
０
‐
１
１
０
３
）

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

1�

令
和
５
・
６
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
け
付
け

▽�

受
付
期
間　
４
月
３
日
月
～
28
日
金

※
原
則
と
し
て
郵
送
で
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
や
む
を
得
ず
持
参
す
る
場
合
は
、

混
雑
防
止
の
た
め
、
事
前
に
電
話
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

要
領
・
様
式　
３
月
１

日
水
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

提
出
方
法　
①
郵
送
の

場
合
＝
〒
８
１
１
‐
４
３
０
３ 

福
岡
県

遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
６
０
３
番
地

の
１ 

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
総
務
課
財
政
係
へ
（
受
付
期
間
内
必
着
）

　
②
持
参
の
場
合
＝
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
に
遠
賀・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
庁
舎
１
階

へ
2
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

▽�

任
期　
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

※�

任
用
期
間
終
了
後
、
再
度
任
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽�

採
用
人
数
（
予
定
）　
１
人

▽�

勤
務
地　
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

（
岡
垣
町
大
字
糠
塚
）

▽�

業
務
内
容　
電
話
に
よ
る
粗

大
ご
み
収
集
・
自
己
搬
入
ご

み
受
け
付
け
業
務
、
パ
ソ
コ

ン
入
力

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
15

分
～
午
後
５
時 

②
８
時
15
分
～
午
後
０

時
15
分

※�

勤
務
時
間
は
①
②
の
両
方
で
の
勤
務
と
な

り
ま
す
。

▽�

勤
務
形
態　
月
12
日
程
度
の
勤
務

▽�

報
酬
な
ど　
①
６
９
５
７
円 

②
３
５
９

０
円

※�

所
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
費
用

弁
償
（
通
勤
手
当
）、
期
末
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▽�

応
募
要
件　
土
曜
日
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
勤
務
可
能
な
人
（
日
祝
日
は
休
み
）、

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
）
が
で
き
る
人

▽�

申
込
方
法　
当
組
合
総
務
課
庶
務
係
に
申

込
書
を
提
出

※�

申
込
書
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
総
務
課
（
☎
２
９
３
‐
３
５

８
１
）
1
＝
財
政
係 

2
＝
庶
務
係

みんなの

ひろば

遠賀・中間地域
広域行政事務組合

会計年度任用職員
募集ホームページ

「小学校の春」田代桂子画
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●
浜
木
綿
俳
句
会

寒
雷
の
窓
打
つ
夜
を
目
覚
め
を
り

�

野
口
加
津
美

厨
ご
と
終
へ
た
る
窓
に
寒
の
月

�

小
川　
雪
野

廃
屋
に
群
れ
て
明
る
き
水
仙
花

�

花
田
八
代
美

林
中
の
声
統
べ
凍
滝
と
も
な
ら
ず

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

冬
日
さ
す
大
河
に
綺
羅
の
ひ
と
と
こ
ろ

�

田
尾
三
千
枝

一
人
居
の
小
鍋
に
落
と
す
寒
卵

�

縄
田　
惠
子

潮
風
に
束
を
解
か
る
る
水
仙
花

�

仲
山
ク
ニ
子

一
つ
残
る
土
橋
の
袂
冬
す
み
れ

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

暁
の
ご
と
き
曽
孫
を
中
心
に

族う
か
らの
き
ず
な
強
く
な
り
ゆ
く

�

田
中
勢
津
子

新
し
き
年
の
初
め
の
曙
に

昇
る
初
日
は
我
を
つ
つ
み
ぬ

�

後
藤　
征
子

振
袖
を
着
て
微
笑
み
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

留
学
生
へ
の
曙
は
何
時

�

麻
生　
清
子

空
中
を
囀
り
か
わ
す
小
鳥
た
ち

気
持
ち
い
い
ね
と
話
し
て
い
る
や

�

宮
﨑
佐
代
子

間借り鮨
ず し

 まさよ
� 原　宏一　著  

　いつもニコニコほっこ
りさせる笑顔の普通のお
ばさんなのに、鮨を握ら
せたら銀座の一流職人も
顔負けの腕前。自分の店
は持たず、間借りで鮨屋
を開く雅代。そんな彼女
のところには悩める若者
や困りごとが舞い込んで
くる―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�６日月、13日月、20日月、23日木、
27日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ３月

と　き 　　出　演・催　し　　
1 日水 赤ちゃんおはなし会たっち

12 日日 にじの会
18 日土 おはなしトントン
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。

【一般書】
木
こ び き

挽町のあだ討ち 永井　紗耶子� 著
覇王の轍

わだち

相場　英雄� 著
数学の女王 伏尾　美紀� 著
猫にならって 佐川　光晴� 著

【児童書】
放課後の読書クラブ 小

こ で ま り
手鞠　るい� 作

パップという名の犬 ジル・ルイス� 作
ねこのおふろや くさか　みなこ� 作
そつえんセブン もとした　いづみ�作
うみ ピレット・ラウド�作

▽ �とき　３月５日日・午後２時から
　（上映時間 85 分）

▽ �ところ　図書館多目的室

▽ �上映作品　「ロイヤルコーギー　レ
ックスの大冒険」

▽ �定員　30 人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　２月１日水から、電話また
は図書館カウンターで受け付けを開始しています。

▽ �内容　バッキンガム宮殿に住むレックスは、エリザベ
ス女王のトップドッグとして、ぜいたくでわがまま放
題のセレブ生活を送っていた。ある日、晩さん会を台
無しにしてしまったレックスは、仲間のチャーリーと
ともに宮殿を抜け出すことに !

お楽しみ上映会

　今年は東日本大震災から 12 年目を迎えます。震
災の記憶を語り継ぎ、私たちにできることは何かを
考える機会として、災害に負けない人々の姿や万一
に備えた防災を考えるために参考となる本を用意し
ました。

東日本大震災特集
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昨
年
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
全

国
の
中
学
生
を
対
象
に
税
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
作
文

を
募
集
し
、
入
賞
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
岡
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
芦
屋
中
学
校

３
年
生
の
花
田
朋
香
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
芦

屋
町
長
賞
を
受
章
し
た
松
尾
琢
磨
さ
ん
の
作
文
は
、
２

月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。　

私
は
、「
ク
ロ
ー
ン
病
」

と
い
う
難
病
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
口こ
う
く
う腔

か
ら
肛こ
う
も
ん門
に
い
た
る
ま
で
消

化
管
の
ど
の
部
分
に
も
炎
症

が
起
こ
る
厚
生
労
働
省
が
指

定
し
た
指
定
難
病
で
す
。

　
現
代
の
医
学
が
発
達
し
て
い
る
た
め
、
適
切
な
治
療
を

し
て
症
状
を
抑
え
ら
れ
れ
ば
、
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い

日
常
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
定
期
的

な
検
査
や
点
滴
に
よ
る
治
療
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

た
め
、
月
に
一
度
、
入
院
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

ど
の
く
ら
い
の
医
療
費
が
か
か
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

母
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
度
の
入
院
で
も
数
十
万
円
の
医

療
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
治
療
費
を
毎
月

払
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
た
め
、
母
子
家
庭
で
あ
る
我

が
家
だ
け
で
は
と
て
も
払
え
る
お
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
の
住
む
町
に
は
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
町
が
医
療
費
を
全
額
負
担

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も

「
難
病
医
療
費
助
成
制
度
」
に
よ
り
医
療
費
の
多
く
を
助

成
金
が
ま
か
な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
実
際
に
自
分
自
身

が
難
病
に
な
っ
た
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
制
度
に
使
わ
れ
て
い
る
医
療
費
は
、
皆
が
払

っ
て
く
れ
て
い
る
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
助
成
制
度
で
医
療
費
の
自
己
負
担
が
減
っ
て
、

治
療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
一
方
、
無
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
受
診
す
る
必
要
の

な
い
軽
い
症
状
で
も
病
院
に
行
く
人
も
い
る
。
お
そ
ら

く
、
税
金
を
納
め
る
人
の
多
く
は
、
支
出
ば
か
り
で
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
に
は

納
め
る
こ
と
が
、
ま
ま
な
ら
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
払
い
た
く
な
い
気
持
ち
を
抑
え
て
納
め
て
く

れ
て
い
ま
す
。
な
の
に
、
タ
ダ
だ
か
ら
と
言
っ
て
必
要
以

上
の
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
こ
と
は
い
い
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
で
は
、
税
に
よ
っ
て
自
己
負
担
が
減
っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
逆
に
一
人
一
人
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
入
院
し
た
と
き
に
、
母
に
頼
ん
で
実
際
に
か
か

る
医
療
費
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
自
分
に
こ
ん

な
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
医
療
費

は
、
無
料
で
あ
っ
て
決
し
て
０
円
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

く
さ
ん
の
人
が
納
め
て
く
れ
る
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
常
に
心
に
留

め
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
税
金
は
存
在
し
ま
す
。
今
適
切

な
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
も
紛
れ
も
な
く
税
か
ら

な
る
制
度
の
お
か
げ
で
す
。
私
は
他
の
人
よ
り
も
多
く
の

税
金
を
使
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
大
人
に
な
っ
た
ら
恩

返
し
を
す
る
義
務
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
私
た
ち
家
族
の
よ
う
な
人
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
、

人
よ
り
た
く
さ
ん
の
経
験
や
知
識
を
身
に
付
け
て
積
極

的
に
税
を
納
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

芦
屋
中
学
校　
３
年　
花
田　
朋
香

税
と
共
に
生
き
る
こ
と

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

福
岡
県
知
事
賞
受
賞
作
文
を
紹
介
し
ま
す
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令
和
4
年
12
月
1
日
～
24
日
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
正
月
を
控
え
て
わ
く
わ
く
す

る
季
節
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
ク
ラ
フ
ト
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
や
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
る
町
内
福
祉
施
設

な
ど
が
出
店
し
、
心
を
込
め
て
創
作
し

た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を
、
展
示
・
販

売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
も
、
鍋
敷
き
、
コ
ー
ス
タ
ー
、

カ
ー
テ
ン
、
ア
ー
ム
カ
バ
ー
、
バ
ッ
グ
、

メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
髪

か
ざ
り
、
刺
し
ゅ
う
入
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

毛
糸
で
編
ん
だ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
れ
な

ど
、
暮
ら
し
を
よ
り
明
る
く
豊
か
な
も

の
に
す
る
創
作
品
が
約
３
０
０
点
出
展

さ
れ
ま
し
た
。
作
品
が
並
べ
ら
れ
る
と

会
場
が
ぱ
っ
と
明
る
く
に
ぎ
や
か
に
な

り
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
も
、
思
い
思
い
に
作

品
を
手
に
取
り
「
あ
ら
、
素
敵
。
上
手

に
作
っ
て
い
る
わ
ね
」「
ど
う
や
っ
て
作

っ
た
の
か
し
ら
」
と
、
手
作
り
の
温
か
み

に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
出
来
栄
え
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
店
者
同
士
の

会
話
も
弾
み
、
作
品
作
り
の
苦
労
話
や

作
り
方
な
ど
、
今
後
の
創
作
活
動
の
ヒ
ン

ト
に
も
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
人
と
、
ま
だ

見
ぬ
素
敵
な
作
品
と
の
出
会
い
の
場
に

な
る
よ
う
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
企
画

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
イ
ベ
ン

ト
も
お
楽
し
み
に
。

～
手
作
り
創
作
品
の
ぬ
く
も
り
を
あ
な
た
に
！
～

年
末
恒
例
の
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た

▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
48

　現在、スマホを持つ小学生が昔よりとても増えて
います。そのせいでＳＮＳなどで知らない人ともつ
ながれる時代になっていて、私は、少し不安に感じ
ることがあります。
　いじめの形も昔と少し違って、友だち同士でグル
ープを作り、そのグループの中でのいじめが増えて
いると思います。スマホなどで連絡がとれるなど、
便利になってきてはいても、その中で、いじめに発
展してしまうケースを考えると便利すぎるのもどう
なのかと考えてしまいます。
　私は友だちとのコミュニケーションが得意な方で
はありません。けれど仲の良い友だちとは、自分の
ペースで話をしています。時々、この先いじめられ
たら、どうしようという悩みもあります。言われた
ら傷つく言葉、態度など、私は言わないし、言って
いる友だちがいたら止めていきたいと思っています。
それでも今も昔もいじめが無くなっていないのは事
実です。そこで、一人一人が決してしてはいけない
という自覚を持つ事が大事だと思います。そのため

には、相手を思いやる気持ち、友だちの悪い所では
なく良い所を見つける。優しい言葉づかいで話をす
る。クラスの中での差別に大きいも小さいもないと
考える事が大切だと思います。
　私は、いじめは、相手を傷つけるだけではなく、
相手の将来、命までも奪うこともあるという事を考
えないといけないと思いました。一人一人みんな性
格や考え方、体型など違うし、自分だけの意見を押
し付けるのではなく、みんなで話し合いながら伝え
ていくのが良いのではないかと思います。いじめは
デリケートでとても難しい問題ですが、みんなの勇
気ある言動で少しでもいじめが減るといいなぁと考
えました。私も日頃からの生活を見直し、友だちに
優しく、困っている人を見つけたら声をかけ、誰か
を支えてあげたいです。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に書いた作文で、提出された作文の中から芦屋町
人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲載
しています。

差別をなくすために  第 453 号

一人一人が変わる事 芦屋東小学校６年　松尾　莉緒

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係　（☎２２３‐３５４６）
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か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集（
初
年
度
無
料
）

　
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健
康
に
な

る
た
め
の
教
室
で
す
。
体
を
動
か
し
、
筋

力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
加
え
、
認
知
症
予
防
や
不
眠
対
策
に
も

な
り
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
、

メ
タ
ボ
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

４
月
10
日
～
令
和
６
年
３
月

４
日
の
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
全
40
回
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
５
年
度
に
特
定
健
診
ま

た
は
若
者
健
診
を
受
診
す
る
人

※�

医
療
機
関
通
院
中
の
人
は
、
医
師
の

許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人
程
度

▽�

参
加
費　
無
料
（
２
年
目
か
ら
は
有
料
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、室
内
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
飲
み
物

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　３月 15 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館
※�たんぽぽスタッフが絵本やおも

ちゃを用意して待っています。

３月の日曜開館日　５日・19 日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥おもちゃ病院

　 �　壊れたおもちゃはありませんか。おもちゃドクター
が修理してくれます。事前に預かることもできます。

　 ▽ �とき　３月４日土・午前 10 時～午後３時
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　３月６日月・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　３月 17 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥すくすく広場「楽しい歯の話」（５組限定）

　 ※３月 14 日火から予約開始

　 ▽ �とき　３月 28 日火・午前 10 時～ 11 時
　 ▽ �持ってくるもの　家で使っている歯ブラシ
　※�イベントのため、午前中の入館は予約者のみ

♥育児相談
　�【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　３月１日水・午前 10 時～正午
　※�町内に住んでいる人のみ予約できます。
　 ▽ �予約　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）
　�【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

　 ▽ �とき　３月 14 日火・午前 10 時～正午�
　▷�持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母
子健康手帳

　※町外の人も相談できます（予約不要）。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

　 � 　３月の相談日はありませんが、気になることが
あれば、気軽に電話してください。

　※次回は、４月 11 日火です。
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▽�
申
し
込
み　

３
月
20
日
月
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
３
月
24
日
金
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
場
合
、
60
～
64

歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
し
た

　

高
校
入
試
や
卒
業
式
を
控
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
学
校
、
保

育
所
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
や
小
児
科

受
診
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
０

歳
～
15
歳
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
２
月

中
旬
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
1
人
に
2

個
ず
つ
配
付
し
ま
し
た
。
家
庭
で
の
感

染
拡
大
防
止
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
検
査
結
果
が
陰
性
で
あ
っ
て

も
、
症
状
が
続
く
場
合
は
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
２

２
３
‐
３
５
３
３
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
（
後
期
10
月
～
３
月
分
）

　

就
労
な
ど
の
理
由
で
、
午
後
５
時
以

降
に
、
月
に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
給
付
に
は
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
付
額　
月
額
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　

３
月
24
日
金
ま
で
に
、

障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
０
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
や
重
症
化
の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
実
施

医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
受
診
票
は
令
和
４
年
４
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

５
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
人
は
誕
生

月
の
10
日
ご
ろ
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
受
診
は
、
75
歳
の
誕
生
日
以
降
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
の
再
発
行
や
実
施
医
療
機
関

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
期
限　
３
月
31
日
金
ま
で

▽�

受
診
方
法　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施

医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相

談
後
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
票
、
自
己
負
担
金
５
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

令
和
５
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
世
帯
に
、
学
用
品
費
や
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

▽�
対
象　
世
帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一

定
の
基
準
以
下
の
世
帯（
生
活
保
護
世

帯
は
除
く
）

▽�

申
請
期
限　
3
月
31
日
金

※�

申
請
期
限
後
も
、
随
時
、
申
請
は
受
け

付
け
ま
す
が
、
支
給
は
申
請
の
翌
月
分

か
ら
に
な
り
ま
す
。

▽�

申
請
書
類　

申
請
書
と
手
引
き
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育

課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護

を
し
て
い
る
人
、
地
域

の
人
や
専
門
職
の
人
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
で
す
。
専
門

職
の
人
か
ら
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
３
月
15
日
水
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
３
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い

る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容　
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
３
月
10
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

福
祉
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相
談
・
募
集

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

３
月
16
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽
相
談
料　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※
事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ

と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

３
月
９
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

３
月
23
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

困
り
ご
と
相
談
室
・

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
巡
回
相
談
会

　

家
庭
の
困
り
ご
と
に
、
福
岡
県
自
立

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
一
人
で
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

毎
月
第
１
火
・
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分（
１
組
90
分
程
度
）

▽
と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
て
生
活
保

護
を
受
け
て
い
な
い
人

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　
無
料

▽
申
し
込
み　
相
談
日
前
日
ま
で
に
障

が
い
者
・
生
活
支
援
係（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
０
）
へ

司
法
書
士
に
よ
る
「
返
済
に
お
困

り
の
方
の
た
め
の
電
話
相
談
会
」

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

日
々
深
刻
さ
を
増
す
昨

今
の
経
済
状
況
を
踏
ま

え
、多
重
債
務
（
借
金
）

に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
会
当
日
以

降
も
平
日
午
後
６
時
～
８
時
は
相
談
可

能
で
す
。

▽
と
き　

３
月
18
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽
相
談
方
法　
電
話
相
談

▽
相
談
電
話
番
号　
☎
〈
０
５
７
０
〉‐

７
８
３
‐
５
４
４

▽
費
用　
無
料

▽
主
催　
福
岡
県
司
法
書
士
会
、
福
岡

県
成
年
司
法
書
士
会
協
議
会

▽
問
い
合
わ
せ　
平
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
・
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務

局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
‐
４
１

３
１
）

成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売

で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や
財

産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
と
き　

３
月
22
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※
１
人
１
時
間
以
内

▽
と
こ
ろ　
お
か
が
き
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
い
こ
い
の
里（
岡
垣
町
高
倉
）

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽
定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
３
月
１

日
水
か
ら
岡
垣
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
８
２
‐
１
２
１
１
）
へ

※
２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
屋
町
で

は
、
令
和
５
年
７
月
に
開
催
予
定
で

す
。
開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
き
い
き
昼
食
会
（
講
話
）

参
加
団
体
募
集

　

介
護
予
防
の
ひ
と
つ
で
あ
る
口こ
う
く
う腔
ケ

ア
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

こ
と
を
学
ぶ
講
話
で
す
。ま
た
、当
日
は
、

試
食
品
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
区
公
民
館
な
ど
で
行
う
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

※�

口
腔
ケ
ア
と
は
、
口
の
中
を
清
潔
に

し
て
、
全
身
の
健
康
を
保
つ
方
法
の

こ
と
で
す
。

※�

試
食
品
（
芦
屋
町
食
生
活
改
善
推
進

会
が
調
理
し
た
も
の
）
は
弁
当
と
し
て

提
供
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
持
ち

帰
っ
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

広報あしや　2023.3 ⑫
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状況によって、変更・中止となる場合があります。
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▽
と
き　
７
月
～
９
月
以
外
の
平
日
で
、

団
体
が
希
望
す
る
日
の
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

※
詳
細
な
日
程
は
、
申
し
込
み
受
け
付
け

後
に
調
整
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　
自
治
区
公
民
館
な
ど

▽
定
員　
４
団
体
（
地
域
交
流
サ
ロ
ン

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
10
人
以
上
の

団
体
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
近
年
参
加
し

て
い
な
い
団
体
を
優
先
し
ま
す
。

▽
参
加
費　
１
人
３
５
０
円（
当
日
持
参
）

▽
申
し
込
み　
４
月
28
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

老
人
憩
の
家
管
理
人
募
集

　

町
が
設
置
し
、
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
管
理
す
る
老
人

憩
の
家
の
管
理
人
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　
町
内
に
住

ん
で
い
る
人

▽
内
容　
①
ボ
イ
ラ
ー
や
防
火
設
備
の

操
作
と
管
理
、
浴
場
の
清
掃
・
点
検
、

憩
の
家
管
理
事
務
な
ど
②
利
用
者
の

応
対
、
館
内
の
清
掃
・
点
検
な
ど

▽
募
集
人
数　
①
②
と
も
若
干
名

▽
雇
用
期
間　
４
月
～
令
和
６
年
３
月

▽
勤
務
時
間　
①
②
と
も
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
の
隔
週
勤
務

※
日
曜
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
日

▽
賃
金　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

規
定
に
よ
る

▽
申
し
込
み　
３
月
７
日
火
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２

‐
２
８
６
６
）
へ

※
所
定
の
申
込
書
（
芦
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
採
用
に
際
し
て
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
日
時
は
申
し
込
み

時
に
伝
え
ま
す
。

町
の
任
期
付
職
員
募
集

■
山
鹿
公
民
館
長

▽
募
集
人
数　
１
人

▽
勤
務
地　
山
鹿
公
民
館

▽
業
務
内
容　
公
民
館
の
管
理
運
営
と

公
民
館
講
座
の
企
画
・
立
案
・
実
施
、

祖
父
母
学
級
、土
曜
学
び
合
い
ル
ー
ム
、

校
区
育
成
会
議
や
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

事
務
局
に
関
す
る
業
務
な
ど

▽
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
休
憩
１
時
間
）

▽
勤
務
形
態　
週
４
日
勤
務
（
土
日
祝

日
勤
務
あ
り
）

▽
給
料　
月
額
17
万
５
２
０
０
円

▽
募
集
要
件　
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
事
務
処
理
が
で
き
る
人

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
持
ち
、
実

務
経
験
が
あ
る
人

②
社
会
教
育
関
係
団
体
・
事
業
で
指
導

者
と
し
て
の
地
域
活
動
経
験
が
あ
る
人

③
教
員
免
許
を
取
得
し
、
実
務
経
験
が

あ
る
人

▽
勤
務
開
始　
４
月
１
日
土

▽
申
し
込
み　

３
月
８
日
水
ま
で
に
、

人
事
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ

※
申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

芦
屋
町
環
境
審
議
会
委
員
募
集

　

環
境
基
本
計
画
や
環
境
基
本
条
例
な

ど
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事

項
の
調
査
審
議
を
行
う
芦
屋
町
環
境
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
１
人

▽
応
募
資
格　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人

②
町
議
会
議
員
、
町
職
員
で
な
い
人

③
平
日
の
会
議
（
１
回
２
時
間
程
度
、

令
和
５
年
度
３
回
、
６
年
度
１
回
実

施
予
定
）
に
参
加
で
き
る
人

▽
任
期　
５
月
22
日
～
令
和
７
年
５
月

21
日
（
２
年
間
）

▽
応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
３
月
31
日
金
ま
で
に
、
直
接

持
参
、
郵
送
（
〒
８
０
７
‐
０
１
９
８

（
住
所
記
入
不
要
）
環
境
・
公
園
係
）、

フ
ァ
ク
ス
（
☎
２
２
３
‐
３
９
２
７
）

ま
た
は
メ
ー
ル
（kankyo@

tow
n.

ashiya.lg.jp

）
で
提
出

※
提
出
さ
れ
た
申
込
書
に
よ
り
選
考
を

行
い
、
結
果
は
個
別
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

山
鹿
排
水
機
場
と
水
門
の

操
作
員
募
集

▽
募
集
人
員　
１
人

▽
業
務
内
容　
山
鹿
排
水
機
場
と
唐
戸
・

汐
入
川
水
門
の
操
作
、
点
検
や
整
備
、

記
録
、
報
告
な
ど
（
２
人
体
制
）

▽
勤
務
時
間　
降
雨
時
（
一
時
的
な
大

雨
な
ど
）
年
60
日
程
度

※
深
夜
勤
務
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
委
託
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
６
年

３
月
31
日

▽
委
託
料　
時
給
２
６
０
０
円
程
度

※
深
夜
＝
３
３
０
０
円
程
度

▽
面
接
日　
３
月
15
日
水

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月
10

日
金
ま
で
に
履
歴
書
を
農
林
水
産
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
４
）
へ
提
出

※
履
歴
書
は
産
業
観
光
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

広報あしや　2023.3⑬



自
治
区
公
民
館
体
操
を

新
規
に
行
う
地
区
を
募
集

　
町
で
は
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
体
操
を
す
る
「
自
治
区
公
民
館
体
操
」

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和

５
年
度
か
ら
新
規
に
自
治
区
公
民
館
体

操
を
行
う
地
区
を
募
集
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
家
庭
で
元
気
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
自
宅
で
も
で
き
る
体
操

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▽
募
集　
３
地
区
（
先
着
順
）

▽
対
象　
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
地
区

※
複
数
の
地
区
の
合
同
で
も
可
能
で
す
。

▽
費
用　
無
料

▽
指
導
者　
健
康
運
動
実
践
指
導
者

▽
申
し
込
み
条
件　
①
10
人
以
上
参
加

で
き
る
こ
と
②
公
民
館
、
い
す
な
ど

の
会
場
や
備
品
が
確
保
で
き
る
こ
と

※
自
治
区
長
に
相
談
の
う
え
、
４
月
14

日
金
ま
で
に
高
齢
者
支
援
係
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
６
）

令
和
５
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

▽
受
験
資
格 　
1
平
成
５
年
４
月
２

日
～
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人 

募
集

避難行動要支援者名簿に登録しませんか
～新規登録対象者に申請書を送付します～

▽ �問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

■ 避難行動要支援者名簿とは
　災害時に支援を必要と
する高齢者や障がい者な
どのうち、名簿登録に同
意した人の名簿です。こ
の名簿は毎年更新して、
地域の自主防災組織また
は自治区、民生・児童委
員、遠賀郡消防署（避難
支援等関係者）へ提供しています。
　名簿は、平常時の地域での見守りや要支援
者の情報共有、災害時の避難支援計画の作成
資料や情報伝達、安否確認などに役立てられ
ます。

■ 避難行動要支援者名簿に登録するには
　町では、名簿の年次更新を行うため、３月
初旬に新規対象者へ登録申請書を送付します。

【申請方法】
　避難支援等関係者への名簿の提供に「同意
します」または「同意しません」のどちらか
を選び、必要事項を記入して同封の返信用封
筒に入れて返送してください。名簿登録に同
意しない場合でも返送してください。
　また、現在登録中の人で、登録の内容を変
更したい場合は、役場まで連絡してください。

※�名簿登録は、強制ではありません。
※�名簿登録に同意する人は、登録申請書（裏面）
の緊急連絡先など、漏れがないように記入
してください。
※�対象者に該当しない場合で、名簿への登録
を希望する人は、区長に相談してください。

【申請期限】
　３月 24日金

【新規対象者】
　在宅で生活している人で、令和５年１月 31
日を基準日とし、次の要件を満たす人
① �75 歳になった人（昭和 22 年２月１日～
23年１月 31日生まれ）で一人暮らしの人、
または 75歳以上の高齢者のみの世帯

②介護保険で要介護１～５の認定を受けた人
③�身体障害者手帳所持者（ただし、内部障が
い者は１、２級所持者のみ）
④精神障害者保健福祉手帳１、２級所持者
⑤療育手帳Ａ判定所持者
※�②～⑤は、以前から芦屋町に居住し、令和
４年２月１日～５年１月 31 日に認定、手
帳を取得した人です。
⑥�４年２月１日～５年 1 月 31 日に転入し、
①～⑤に該当する人
※�①～⑥に該当する人で、申請書が届いてい
ない場合は役場に連絡してください。

広報あしや　2023.3 ⑭
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



2
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
卒
業
ま
た
は
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

▽
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

▽
受
付
方
法
と
期
間　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
し
込
み
。
３
月
１
日
水
・

午
前
９
時
～
３
月
20
日
月
受
信
有
効

▽
第
１
次
試
験　
６
月
４
日
日

▽
問
い
合
わ
せ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
＝
人
事
院

人
材
局
試
験
課
（
☎
〈
０
３
〉
３
５

８
１‐５
３
１
１（
内
線
２
３
３
２
））、

そ
の
ほ
か
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福

岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
〈
０
９
２
〉
４
１
１
‐
０
０
３
１

内
線
２
４
３
２
）

自
衛
官
採
用
試
験

▽
受
付
期
間　
一
般
曹

候
補
生
＝
３
月
１
日

水
～
５
月
９
日
火

※
自
衛
官
候
補
生
＝
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
～
33
歳
未
満
の
人

▽
そ
の
ほ
か　
試
験
日
、
試
験
会
場
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
（
☎
２
２

３
‐
０
９
８
１
内
線
３
４
８
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障

が
い
者
医
療
証
の
切
り
替
え
と
発
送

【
切
り
替
え
】
４
月
か
ら
小
学
１
年
生
に

な
る
人
で
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
」

の
対
象
者
、
ま
た
は
、
中
学
１
年
生
に

な
る
人
の
う
ち
「
重
度
障
が
い
者
医
療
」

の
対
象
者
は
、
４
月
末
ま
で
に
医
療
証

の
切
り
替
え
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
持
っ
て
住
民
課
窓
口
へ
申
請
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
発
送
】「
重
度
障
が
い
者
医
療
証
」
を

持
っ
て
い
る
高
校
３
年
生
は
、
４
月
か
ら

自
己
負
担
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
。
現
在
持
っ
て
い
る
医
療
証
の
期
限

が
過
ぎ
た
ら
、
差
し
替
え
て
使
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

住
居
表
示
番
号
が
重
複
し
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

住
居
表
示
番
号
と
は
、
訪
問
す
る
人

や
郵
便
物
の
配
達
人
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
、
建
物
に
付
け
ら
れ
る
番
号
の
こ

と
で
、
町
が
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
居
表
示
番
号
の
重

複
に
よ
る
誤
っ
た
訪
問
や

配
達
で
困
っ
て
い
る
場
合

は
、
役
場
に
申
し
出
る
こ

と
で
、
番
号
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
大
字
地
区
（
大
字
芦
屋
○
○
番
地
や
大

字
山
鹿
△
△
番
地
）は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
２
階
建
て
以
下
の
集
合
住
宅
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
住
居
表
示
番
号
の
変
更
に
伴
う
不
動

産
登
記
、
年
金
手
帳
、
免
許
証
な
ど

の
住
所
変
更
手
続
き
は
個
人
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

お
知
ら
せ

３月は自殺対策強化月間です
～身近な人の「こころのサイン」に注意を～

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、さまざまな悩みを抱
える人が増加しています。自殺は、「さまざまな悩みが原因で、心理
的に追い込まれた末の死」です。身近な人の「こころのサイン」に関
心を持ち、「こころの変調」や「自殺のきざし」に気付けるようにし
ましょう。早めに専門の相談窓口などにつなげることで、守られる命
があります。
●主な相談窓口
▶�ふくおか自殺予防ホットライン
�☎０１２０‐０２０‐７６７（無料）　平日＝午後４時～翌日午前
９時　休日＝午前８時～翌日午前８時

▶ふくおか自殺予防ホットライン　☎０９２‐５９２‐０７８３
▶�福岡いのちの電話　☎０９２‐７４１‐４３４３
▶�北九州いのちの電話　☎６５３‐４３４３
▶いのちの電話インターネット相談

http://www.inochinodenwa.org/soudan.php
▶�北九州自殺予防こころの相談電話　☎５２２‐０８７４
▶�福岡市自殺予防相談　☎０９２‐７３７‐１２７５
▶�自死問題支援者法律相談（福岡県弁護士会）　☎０９２‐７４１‐
３２１０

いのちの電話
インターネット相談

広報あしや　2023.3⑮



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

平
日
役
場
開
庁
時

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
や
受
け
取

り
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
次
の
日
程
で
休

日
と
夜
間
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

　

最
大
２
万
円
分
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
る
対
象
者
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
申
請
し
た
人
全
員
で
す
。

　

３
月
も
休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
【
休
日
窓
口
】
３
月
４
日
土
、

19
日
日
・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
【
夜
間
窓
口
】
３
月
13
日
月
、
29
日
水
・

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

※
急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　
【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

お
知
ら
せ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　
【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※
本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
支
援
や

証
明
書
の
発
行
、
転
入
・
転
出
の
異
動

の
受
け
付
け
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

届け出による
産前産後の国民年金保険料免除
�　平成 31年４月から出産前後の期間の国民年
金保険料が免除される制度が始まりました。出
産予定日または出産日が属する月の前月から
４カ月間の国民年金保険料が免除になります。
届け出は、出産予定日の6カ月前からできます。
●手続きに必要なもの
　�【出産前に届け出をする場合】
　母子健康手帳など
　�【出産後に届け出をする場合】
　�出産日は役場で確認できるため原則として不
要です。ただし、被保険者と子が別世帯の
場合は、出生証明書など出産日と親子関係
を明らかにする書類が必要です。

▽届け出・問い合わせ　保険年金係
　（☎２２３‐３５３２）

みんなの ね・ん・き・ん除菌効果が期待できる
酸性電解水を無償配布中

　新型コロナウイルス感染症対策として除菌効
果が期待できる酸性電解水の無償配布を行って
います。

とき ところ
平日・午前８時 30 分～午
後５時 15 分 役場 総合案内横
�３月 19 日日・
午前 10 時～午後４時

芦屋東公民館、
山鹿公民館

▽ �配布量　１世帯あたり１リットル程度

▽ �持ってくるもの　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮

光性の容器が適しています。

▽ ��保管方法など　容器に必ず日付と酸性電解水
と明記し、紫外線が当たらない涼しい場所で
保管する。

▽ �使用方法　除菌したい場所の汚れを落として
から使用する。酸性電解水を布巾などに十分
に含ませて拭くなど。

※�詳しくは、ホームページを確認し
てください。

▽ ��問い合わせ 庶務係（☎２２３‐３５７２）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛
行訓練を行います。

【ジェット機】

▽ �とき　３月 13 日月・14 日火の日没～午後
９時ごろ（予備日＝ 15 日水・16 日木・17
日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室（☎
２２３‐０９８１内線２５４）

マイナンバー休日・
夜間窓口ホームページ
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▽問い合わせ　保険年金係　（☎２２３‐３５３２）

■�子ども医療制度
防衛省からの特定防衛施設周辺整備調整交付金を

財源として、子ども医療費の助成を行っています。

▽ �対象　高校生世代までの子ども

▽ �助成内容
対象者 内　　　容

０歳～高校生世代 通院・入院ともに無料
※所得制限はありません。

■�重度障がい者医療制度

▽�対象　①身体障がい者＝身体障害者手帳１級ま
たは２級の人 ②知的障がい者＝ＩＱ 35 以下の
人（療育手帳「Ａ」）③重複障がい者＝ＩＱ 36
～ 50 で、身体障害者手帳３級の人 ④精神障がい
者＝精神障害者保健福祉手帳１級の人

※ �65 歳以上の人は、後期高齢者医療保険に加入し
ていること

▽ �助成内容
対象者 内　　　容

３歳～高校生世代 　通院・入院ともに無料

18 歳以上

通院 　５００円 / 月（上限）

入院

【  一     般  】
５００円 / 日（月 20 日限度）

【※住民税非課税世帯】
３００円 / 日（月 20 日限度）

※所得制限があります。
※�住民税非課税世帯の人は、加入している保険者が

発行する「限度額適用認定証」があれば、入院時
の自己負担が日額３００円に軽減されます。

※�精神障がい者は、精神病床への入院費用は助成対
象外です（中学１年生～高校生世代を除く）。

※�３歳～小学６年生は、子ども医療制度を選択する
こともできます。

■ひとり親家庭等医療制度

▽�対象　①母子家庭の母と児童 ②父子家庭の父と
児童 ③父母のいない児童

※�児童＝小学１年生～高校３年生
▽ �助成内容

対象者 内　　　容
小学１年生～
高校生世代 　通院・入院ともに無料

母子家庭の母
父子家庭の父

通院  ８００円 / 月（上限）

入院  ５００円 / 日（月７日限度）

※所得制限があります。

■共通事項
※�芦屋町に住んでいて、何らかの健康保険に加入し

ている人が対象です（生活保護受給者は除く）。
※�いずれも１医療機関ごとの自己負担額です（薬局

での自己負担はありません）。
※�入院時の食事代や差額室

料代などの保険適用外費
用は、助成対象外です。

※�県外で受診した場合は、
住民課窓口で申請手続き
が必要です。

芦屋町の公費医療制度
　芦屋町には、子ども医療、重度障がい者医療、ひとり親家庭等医療の３
つの医療費助成制度があります。いずれも、対象者が医療機関で診療を受け
た場合、保険適用の診療に対する医療費の自己負担分を助成する制度です。

広
告広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87 × 50 ㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1 万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の

１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

広報あしや　2023.3⑰
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



⑱

遠
賀
中
間
地
域
生
活
支
援
拠
点
等

事
業
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

遠
賀
中
間
地
域
生
活
支
援
拠
点
と
は
、

障
が
い
児
・
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
親

亡
き
後
を
見
据
え
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
が
協
力
し
合
い
、
障
が
い
児
・

者
を
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
の
し
く
み
と

し
て
、
遠
賀
中
間
地
域
で
整
備
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

介
護
者
の
急
な
入
院
な
ど
の
緊
急
事
態

に
相
談
を
受
け
、
障
が
い
児
・
者
が
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
支

援
や
、
親
元
か
ら
の
自
立
を
考
え
て
い
る

人
に
、
体
験
の
機
会
・
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

緊
急
時
や
体
験
の
機
会
・
場
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

▽�

対
象　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
登
録
を
希
望
す
る
人

▽�

申
込
方
法　
登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
、
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
へ
提
出

※�

申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
障
害
者
手
帳
な

ど
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の

▽�

そ
の
ほ
か　
申
し
込
み
の
際
、
窓
口

お
知
ら
せ

この墓に心あたりはありませんか
　次の墓の改

か い そ う

葬（移転）を
行います。心あたりがある
人は、連絡してください。
詳しくは町ホームページを
見てください。
▶墳墓所在地
�　�福岡県遠賀郡芦屋町大字山鹿字
　御

ご び ょ う し ょ

廟所１６７１番地
▶墳墓名称　
　御廟所墓地
▶死亡者の本籍や氏名など

本籍 氏名 墓碑名

不詳 吉永 武男 温良院永楽日武信士

不詳 吉永 徳十 吉永家累代之墓

町ホームページ

御廟所墓地

墓石所在地

山鹿小学校

御廟所
墓地入口山鹿公民館

墓の使用者登録も忘れずに

　町営墓地には使用者未登録の墓があり
ます。対象の墓地に墓を所有していて登
録しているか不明の人は問い合わせてく
ださい。

▶対象墓地
�　鶴松墓地（浜口町）、御廟所墓地（山鹿）、
　大久保墓地（山鹿）、田屋墓地（山鹿）、
　中ノ浜墓地（中ノ浜）

問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）

広報あしや　2023.3
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

で
登
録
希
望
者
の
生
活
状
況
な
ど
の

聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

芦
屋
町
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

　

若
年
者
で
職
業
に
必
要
な
技
術
や
知

識
を
習
得
す
る
意
欲
が
あ
り
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
専
修
学
校
な
ど
へ
の
就

学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
技
能
習
得
資

金
の
貸
与（
無
利
子
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
者　
①
～
③
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
人

①�

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

②�

令
和
４
年
度
に
中
学
校
、
義
務
教
育

学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
人
（
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
を
修
了
し
た
人
を
含
む
）
ま

た
は
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
を
含
む
）
を
退
学
し
た
人

③�

ほ
か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

▽�

貸
与
要
件　
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人

①�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

②�

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

③�

市
町
村
民
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

④�

世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護
基
準
の
1.5

倍
以
下
の
世
帯

▽�

連
帯
保
証
人　
１
人

※�

芦
屋
町
に
居
住
し
、
独
立
生
計
し
て

い
る
成
年
者

※�

申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、
親
権

者
ま
た
は
後
見
人

▽�

貸
与
の
金
額

①�

修
学
資
金
（
月
額
）　
専
門
課
程
＝
5
万
３

０
０
０
円
、
そ
の
ほ
か
の
課
程
＝
３
万
円

②
入
学
支
度
金
＝
10
万
円

▽�

返
還　

貸
与
利
息
は
無
利
子
で
、
貸

付
期
間
は
在
学
期
間
、
卒
業
６
カ
月

後
か
ら
在
学
期
間
の
３
倍
の
期
間
内

に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
な
ど
に
よ
り

返
還

▽�

申
込
期
限　
４
月
21
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�
対
象
校
、
学
科
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
転
出
届
・
転
入

（
転
居
）
予
約
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
転
出
届・転
入（
転

居
）
予
約
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
、
転
出
の

届
け
出
や
転
入
・
転
居
の
予
約
を
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
転
出
時
に
役
場

に
行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
転
入
や
転
居

の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
営
住
宅
の
入
退
居
や
芦
屋
町

の
小
中
学
校
に
引
き
続
き
通
学
を
希
望

す
る
場
合
な
ど
は
、
事
前
に
役
場
で
の
手

続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
担
当
部
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
補
助
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　
３
月
７
日
火
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
補
助
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
期
限
は
３
月

31
日
金
ま
で
で
す
（
郵
送

の
場
合
は
３
月
31
日
金
消
印
有
効
）。

　

補
助
額
は
、
地
上
契
約
分
の
半
額
相

当
の
額
（
上
限
６
８
２
５
円
）
で
す
。

　
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、

町
か
ら
３
月
上
旬
に
補
助
金
交
付
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助
対

象
者
で
も
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▽�

補
助
金
申
請
の
受
け
付
け

①�

総
務
課
窓
口
（
役
場
２
階
）
＝
３
月

７
日
火
～
31
日
金
・
午
前
９
時
～
午

後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

②�

山
鹿
公
民
館
＝
３
月
19
日
日
・
午
前

９
時
～
正
午

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

　芦屋町では、皆さんの利便性向上と災害時の通信
手段の提供を目的に、Wi-Fi 環境を整備しています。
スマートフォンなどの Wi-Fi 対応機器を利用して、
無料でインターネットに接続することができます。

▽ �利用できるところ　中央公民館、総合体育館、芦
屋町役場、町民会館

▽ �問い合わせ　広報情報係　（☎２２３‐３５７５）

町役場庁舎や町民会館でも
Wi-Fi（公衆無線 LAN）使えます

　子どもの誕生月の広報あしやに、子どもの写真と
誕生日のお祝いメッセージを掲載しませんか。

▽ �対象　町内に住む３歳までの子ども

▽ �応募方法　町のホームページを見てください。

▽ �応募期限　誕生月の前々月の 15 日

▽ �問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

Happy Birthday
誕生日のお祝いメッセージを載せませんか

NHK 放送受信料
町ホームページ

広報あしや　2023.3



⑳

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

～
障
が
い
者
レ
ク
ス
ポ
大
会
～

　

今
話
題
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
と
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体

験
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
、
な

い
人
誰
で
も
簡
単
に
挑
戦
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
３
月
26
日
日
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館

▽�

内
容　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
室
内
シ
ュ
ー
ズ

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

「
肥
前
名
護
屋
城
と
秀
吉
の
夢
」

　

今
回
は
、
文ぶ
ん

禄ろ
く
・
慶け
い
ち
ょ
う長
の
役え
き

に
出
兵

地
点
と
し
て
築
か
れ
た
軍
事
都
市
遺
跡

を
探
訪
し
ま
す
。
壮
大
な
城
郭
や
港
湾

跡
、
名
護
屋
城
博
物
館
か
ら
戦
国
末
の

状
況
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
21
日
火
・
午
前
７
時
20

分
役
場
玄
関
前
集
合

▽�

見
学
先　
肥
前
名
護
屋
城
（
佐
賀
県

唐
津
市
鎮
西
町
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
２
２
５
円
（
資
料
代
、
保

険
料
）

※
別
途
昼
食
代
が
必
要
で
す
。

▽�

事
前
研
修
（
参
加
必
須
）　
３
月
18
日

土
・
午
前
10
時
～
11
時

▽�

申
し
込
み　
３
月
５
日
日
～
12
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史
の

里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

中
央
公
民
館
講
座  

日
本
に
関
係
す
る
国
際
法
の
話
Ⅳ

　

日
本
と
近
隣
諸
国
、
国
際
社
会
全
体

と
の
関
係
は
複
雑
化
す
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
中
で
国
際
法
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
領
土
問
題
や
戦
後
補
償
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例
を
含
め
、

専
門
家
が
詳
し
く
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
25
日
土
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
深
町
公
信
さ
ん
（
熊
本
大
学

名
誉
教
授
）

▽�

定
員　
40
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
３
月
１
日
水
か
ら
・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
で
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

テレビのｄｄボタン広報誌で

町の情報を確認できます！

　芦屋町では、地上デジタルテレビのデ
ータ放送を活用した広報を行っています。
　家庭のテレビのチャンネルをＫＢＣ

（１チャンネル）にあわせ、リモコンに
ある「ｄボタン」を押し、画面に表示さ
れる「ｄボタン広報誌」を選択してください。
　災害時の緊急のお知らせや、新型コロナウイルス感染症に関する情
報などを見ることができます。

▽ �問い合わせ　広報情報係　（☎２２３‐３５６９）

地域の行政情報や

身近な話題を

声声でお届け！

　芦屋町では、視覚に障がいの
ある人や文字を読むのが困難な
高齢者などのために、「広報あ
しや」と「芦屋町議会だより」
を音声にして提供しています。
　音声データはデイジー図書
（プレクストーク対応拡張子）
とＭＰ３です。利用を希望する
人は問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　広報情報係
（☎２２３‐３５６９）

広報あしや　2023.3
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

芦屋町職員芦屋町職員のの
給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを

公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和４年４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 182,200 円 154,900 円 147,900 円

国 182,200 円 150,600 円 －

　令和３年度決算統計調査と令和４年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
139 人 5 億 1245 万円 1 億 781 万円 1億 8489 万円 8 億 516 万円 579 万円

②職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和４年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万 3303 人 94 億 4808 万円 12 億 9320 万円 13.7％ 12％

①人件費の状況（令和３年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 41.0 歳 299,500 円 360,219 円 324,163 円
国 42.7 歳 323,711 円 － 405,049 円

※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.55 月 1.90 月 5 ～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和３年度支給割合）

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67 月分 28.04 月分 39.76 月分 47.71月分
823 万円

勧奨・定年 24.59 月分 33.27 月分 47.71月分 47.71月分

②退職手当（令和４年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和４年４月１日現在） 

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和３年度決算）

地域手当
（給料 + 扶養手当 + 管理職手当）
×支給割合（芦屋町：0％、福岡
市：10％、大野城市：6％）

� 257,325 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、
競艇場特殊勤務手当など � 220,887 円

扶養手当 子� 10,000 円
子以外� 6,500 円 243,872 円

住居手当 借家� 上限 28,000 円 249,151 円

通勤手当
公共交通機関 � 上限 55,000 円
自家用車など（2km 以上） 
� 2,000 円～ 24,400 円

64,454 円

管理職手当 � 49,600 円～ 72,700 円 783,789 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 376,172 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和３年 令和４年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 44 51 ７
税務 11 11 －
民生 22 25 ３
衛生 12 12 －
農林水産 5 5 －
商工 5 5 －
土木 14 14 －

計 116 126 10
教育部門 23 17 △ 6

　小計 139 143 4
会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 22 22 －
その他 4 5 1

小計 30 31 1
合　計 169 174 5

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和４年４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000 円

該当なし
� 6 月期 1.45 月
� 12 月期 1.45 月

（特別職加算 20％）
副議長 318,000 円
議　員 298,000 円

区分 給料 退職手当 期末手当

町　長 744,000 円 給料月額×
在職年数× 450/100

� 6 月期 1.525 月
� 12 月期 1.525 月
（特別職加算 20％）

副町長 621,000 円 給料月額×
在職年数× 300/100

教育長 581,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100

事業管理者 562,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100

広報あしや　2023.3



ＧⅠ全日本王座決定戦を開催！
　２月 28 日火～３月５日日の 6 日間、『読売
新聞社杯 ＧⅠ全日本王座決定戦 開設 70 周年
記念』を開催します。期間中、ステージイベン
トやワークショップなど、皆さんで楽しめるイ
ベントを行います。
※�入場料１００円が必要です（20 歳未満は無

料です）。

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係
（☎２２３- ０５８１）

ボートレース芦屋

土居祥平
）野上居土（ 

お問合せ
あしや夢リアホール
TEL：093-221-1117　公式サイト http://yumeria-hall.com/

あしや夢リアホール　MAP

※出演者は予告なく変更になる場合があります。変更の場合の払い戻しは致しかねますのでご了承下さい。
※入場時に検温のご協力をお願いします。 症状によっては、ご入場をお断りすることがございますので、
　あらかじめご了承ください。

遠賀川駅

●

川
賀
遠

川
西

水巻駅

水巻中学校

福岡新水巻病院

水巻町民体育館

ソレイユ遠賀

遠賀中学校

ゆめタウン遠賀

遠賀中央
幼稚園

猪熊小学校

広渡小学校
島門小学校

あしや夢リアホール

495

285

3

駐車場駐車場

駐車場

駐車場駐車場

あしや夢リアホール入口

線
号
5
8
2
道
県

国道495号線

検温に
ご協力ください

手指消毒に
ご協力ください

換気を
おこなっています

マスクの着用に
ご協力ください

距離を保って
お並びください

©Mercury

©Mercury

ワタナベ九州の芸人によ
る

お笑いネタライブも開催
！

坂本りの （HKT48）

秋吉優花 （HKT48）ゴリけん

矢野ぺぺ 
（パラシュート部隊

ノボせもんなべ

ブルーリバー(川原豪介・青木淳也 ) 土居上野(上野聖和・土居祥平)

斉藤優 
（パラシュート部隊

チケット料金 ( 消費税込 )

チケット取り扱い
●カンフェティ（Confetti）

【電話予約】 0120-240-540 ※通話料無料
（受付時間　平日10：00～18：00※オペレーター対応）

※電話でのご予約には会員登録は必要ありません。
【  W E B  】 https://www.confetti-web.com/※要会員登録（無料） カンフェティ

前売：2,000円／当日：2,500円 ※全席指定

日時

2023年3月12日 日曜　開場／11：30 開演／12：00

▽ �とき　３月 12 日日・正午（午前 11 時 30 分開場）
～午後１時 30 分

▽ �ところ　あしや夢リアホール

▽ �料金　前売り２０００円、当日２５００円

▽ �チケット予約
【インターネット】カンフェティ
※�会員登録が必要です。

【電話】　０１２０‐２４０‐５４０（オペレーター対応）
※�受付時間は平日・午前 10 時～午後６時

▽ �問い合わせ　あしや夢リアホール（☎２２１‐１１１７）

カンフェティ
ホームページ

あしや夢リアホールイベント情報
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特
別
展

「
玉
井
家
・
吉
田
家
・
杉
山
家
」

～
人
の
望
み
と
喜
び
と
～
よ
り

　

特
別
展
で
は
、
幕
末
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
、
芦
屋
と
若
松
を
舞
台
と
し
た

３
家
の
関
わ
り
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
始
ま
り
の
物
語
を
、
玉
井
政
雄
著

『
九
州
郷
土
夜
話
』
よ
り
一
部
変
更
の
上

抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

　
奇
兵
隊
の
密
使
と
芦
屋
港

　
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
10
月
下
旬
の

事
で
あ
る
。
芦
屋
町
市
場
町
（
現
在
の
西

浜
町
）
の
薬
種
商
人
、
塩
田
久き
ゅ
う
え
も
ん

右
衛
門
家

の
門
口
に
、
浪
人
者
ら
し
い
二
人
の
男
が

立
っ
た
。ど
ち
ら
も
若
い
。「
主
人
に
会
い

た
い
」
そ
う
い
っ
て
一
通
の
手
紙
を
差
し

出
し
た
。
番
頭
が
主
人
の
久
右
衛
門
に
取

り
次
い
だ
。
手
紙
は
下
関
の
旧
友
福
島
屋

要
助
の
も
の
で
あ
る
。
久
右
衛
門
は
二
人

を
奥
の
離
れ
座
敷
に
案
内
さ
せ
、
自
分
は

衣
服
を
あ
ら
た
め
て
二
人
の
前
に
出
た
。

「
長ち
ょ
う
し
ゅ
う
き
へ
い
た
い
し

州
奇
兵
隊
士
、小
田
村
素も
と
た
ろ
う

太
郎
」「
同

じ
く
木
谷
市い
ち
の
じ
ょ
う

之
丞
だ
」
二
人
は
そ
う
名

乗
っ
た
。「
高
杉
先
生
の
命
で
依
頼
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
来
た
の
だ
」

　
小
田
村
が
す
ぐ
用
件
を
切
り
出
し
た
。

福
岡
藩
の
内
情
を
詳
し
く
知
り
た
い
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

文
久
３
年
は
幕
府
の
攘じ
ょ
う
い夷
決
行
の
方

針
が
決
ま
っ
た
の
で
、長
州
藩
は
5
月
に

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

の
船
に
砲
撃
を
加
え
、６
月
に
ア
メ
リ
カ

軍
艦
、フ
ラ
ン
ス
軍
艦
に
よ
っ
て
下
関
を

砲
撃
さ
れ
た
年
で
あ
る
。８
月
に
は
公
武

合
体
派
の
策
謀
に
よ
っ
て
朝
議
が
一
変

し
、
長
州
藩
は
京
都
か
ら
追
わ
れ
、
三
条

実さ
ね
と
み美
ら
尊そ
ん
じ
ょ
う攘派
の
公く
ぎ
ょ
う卿
７
人
が
長
州
に

落
ち
た
。
し
か
し
、長
州
は
あ
く
ま
で
倒

幕
路
線
を
推
し
進
め
る
つ
も
り
だ
か
ら
、

奇
兵
隊
士
が
福
岡
藩
の
藩
情
を
探
る
た

め
に
密
か
に
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

奇
兵
隊
は
文
久
３
年
６
月
、高
杉
晋
作
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
新
し
い
型
の
軍
隊

で
あ
る
。

　

福
岡
藩
諸
国
応
接
係
の
杉
山
三
郎
平

と
尊そ
ん
の
う皇
派
で
医
師
の
早
川
養よ
う
け
い敬
が
小
田

村
に
対
応
し
た
。杉
山
と
早
川
と
が
、「
藩

公
に
直
接
会
う
の
は
無
理
だ
か
ら
、重
役

に
会
い
、そ
の
手
を
通
し
て
藩
公
の
書
簡

を
も
ら
っ
て
帰
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。使

者
の
面
目
は
一
応
立
つ
と
思
わ
れ
る
が
」

久
右
衛
門
も
そ
ば
か
ら
口
を
添
え
た
。小

田
村
は
重
役
に
だ
け
会
い
、長
州
へ
帰
っ

て
い
っ
た
。
が
、時
勢
は
こ
れ
か
ら
ま
た

激
し
く
動
く
こ
と
に
な
る
。

　
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
、幕
府
は
長

州
征
伐
（
第
一
次
）
を
命
じ
、諸
侯
に
兵

を
出
さ
せ
た
。総
参
謀
が
西
郷
吉き
ち
の
す
け

之
助
で

あ
る
。芦
屋
町
に
は
薩
摩
藩
兵
三
千
人
が

来
て
駐
軍
し
た
。薩
摩
藩
の
軍
艦
乾け
ん
こ
う
ま
る

行
丸

と
蒸
気
船
豊と
よ
み
ず
ま
る

瑞
丸
も
来
て
い
る
。芦
屋
の

薩
軍
本
陣
は
観
音
寺
に
置
か
れ
た
。西
郷

の
奔
走
に
よ
っ
て
長
州
藩
の
謝
罪
が
決

ま
り
、征
長
軍
が
解
兵
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
は
、吉
之
助
も
芦
屋
の
本
陣
へ
足

を
運
ん
で
い
る
。

　

征
長
軍
解
兵
か
ら
１
カ
月
と
経
た
ぬ

こ
ろ
、
高
杉
晋
作
が
挙
兵
し
て
長
州
の

藩
論
を
く
つ
が
え
し
て
い
る
。
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
の
第
二
次
長
州
征
伐
の

と
き
は
、芦
屋
町
に
は
福
岡
藩
兵
が
駐
屯

し
た
。長
州
征
伐
の
失
敗
に
よ
っ
て
さ
ら

に
屋
台
骨
の
揺
ら
い
だ
幕
府
は
、慶
応
３

年
に
大
政
奉
還
し
、や
が
て
薩
長
を
中
心

に
し
た
明
治
の
新
政
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、

子し
し
ゃ
く爵
に
叙
せ
ら
れ
た
楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ彦
と
い
う

長
州
出
身
の
人
物
が
い
た
が
、こ
の
楫
取

が
奇
兵
隊
の
密
使
、
小
田
村
素
太
郎
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
三
郎
平
は
廃
藩
後
、
一
家
を
挙
げ
て
芦

屋
町
に
移
住
し
、
久
右
衛
門
と
の
交
わ
り

を
深
め
た
。
久
右
衛
門
は
維
新
後
、
芦
屋

に
住
み
つ
い
た
杉
山
三
郎
平
一
家
の
世

話
を
色
々
し
て
い
た
が
、
杉
山
家
に
来
る

と
き
は
、「
常
に
羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
を
着
用
に
及
ん

で
、
威い
ぎ
た
ん
ぜ
ん
あ
た
か

儀
端
然
恰
も
臣
下
の
主
君
に
対
す

る
態
度
で
あ
っ
た
」と
い
う
。杉
山
一
家
は

久
右
衛
門
の
没
し
た
翌
年
、
福
岡
に
帰
る

こ
と
に
な
る
が
、
大
正
末
年
に
出
版
さ
れ

た
其そ
の
ひ
あ
ん

日
庵 

杉
山
茂
丸
著
書
「
百
魔
」
に
、

久
右
衛
門
の
事
蹟
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
二
十
二

△�下関功山寺の高杉晋作像

編

集
後
記

▼『
星
た
ち
の 

光
あ
つ
め
て 

見
え
て

き
た 

こ
の
道
を
い
く 

明
日
の
僕
は
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
舞
い
上
が
れ
！
』

で
詠
ま
れ
た
俳
句
で
す
。二
十
歳
を
迎

え
た
皆
さ
ん
に
贈
る
の
に
良
い
句
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、皆
さ

ん
を
見
守
る
一
人
と
し
て
、今
の
気
持

ち
に
ぴ
っ
た
り
な
短
歌
も
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

『
君
が
行
く 

新
た
な
道
を
照
ら
す
よ

う 

千
億
の
星
に 

頼
ん
で
お
い
た
』

二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
俳
句
は
ド
ラ
マ
の

脚
本
家
、
桑
原
亮
子
さ
ん
の
作
品
で

す
。桑
原
さ
ん
は
、２
０
１
１
年
に「
歌

会
始
の
儀
」
で
入
選
者
10
人
に
選
ば

れ
た
歌
人
で
も
あ
り
ま
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）
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投票区名 区　域 投 票 所 投票時間

第１投票区
西浜町、幸町、白浜町、自衛隊営内、
船頭町、正門町、中ノ浜、第２緑ヶ丘

役場
午前７時

～
午後８時

第２投票区
祇園町、高浜町、浜口町、第１緑ヶ丘、
第３緑ヶ丘、緑ヶ丘８街区、粟屋、大城

芦屋東公民館

第３投票区 山鹿全域、江川台、花美坂 山鹿公民館

■ 県議会議員選挙【県の選挙】４月９日日
■ 町長・町議会議員選挙【町の選挙】４月23日日
■ 投票所

　今年は４年に１度の統一地方選挙の年です。選挙人ごとに投票所入場券
を送付しますので、必ず自身のものを投票所に持って来てください（紛失
した場合、①運転免許証 ②マイナンバーカード ③健康保険証のうちいず
れか１つを持って来てください）。
　大切なあなたの一票、忘れずに投票しましょう。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
投
票
日
の
前
日

ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間

【
県
の
選
挙
】

●
県
議
会
議
員　
４
月
１
日
土
～
８
日
土

【
町
の
選
挙
】

●
町
長
・
町
議
会
議
員　
４
月
19
日
水
～

22
日
土

▽
投
票
時
間　
毎
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時

▽
投
票
場
所　
役
場
４
階

㊟
役
場
正
面
玄
関
（
郵
便
局
側
）
か
ら

出
入
り
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

●
不
在
者
投
票
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

1�
出
張
先
で
の
投
票　

期
日
前
投
票
開

始
日
か
ら
投
票
日
に
か
け
て
長
期
出
張

な
ど
で
不
在
の
人
は
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

2�

指
定
病
院
や
施
設
で
の
投
票　
指
定
さ

れ
た
病
院
や
施
設
に
入
院
、
入
所
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

3�

郵
便
で
の
投
票　
次
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
人
は
、
自
宅
で
投
票
（
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
）
が
で
き
ま
す
。

▼問い合わせ　芦屋町選挙管理委員会（☎２２３‐０８８１）

選挙選挙へ へ Let's Let's GO!GO!統一地方選挙があります！
忘れずに投票しましょう！

広報あしや　2023.3 ㉔



①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

障
が
い

１
級
２
級
３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
○

○

－

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸

○

－

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
人

障
が
い

特
別

項
症
第
１

項
症
第
２

項
症
第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

－

心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓

○

○

○

○

③
介
護
保
険
法
の
要
介
護
者

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
自

宅
・
宿
泊
療
養
中
の
人

※
詳
し
く
は
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　
体
の
ケ
ガ
な
ど
で
投
票
用
紙
に
字
が
書
け

な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票

所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

注
意
す
る
こ
と

【
県
の
選
挙
】

・
投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
す
る
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
芦
屋
町
か
ら
県
内
に
転
出
し
て
間
も
な
い

人
は
、
芦
屋
町
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
す
る
た
め
に
は
、

転
出
先
市
町
村
で
「
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
交
付
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
３
月
13
日
以
降
に
町
内
転
居
す
る
人
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
所
に
持
っ
て
く
る
投
票
所
入
場
券
の

色
は
、
白
色
で
す
。

・
候
補
者
の
氏
名
や
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ

た
選
挙
公
報
を
、
４
月
７
日
金
ま
で
に
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
投
票
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
町
の
選
挙
】

・
投
票
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す
る
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
４
月
３
日
月
以
降
に
町
内
転
居
す
る
人
は
、

前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
所
に
持
っ
て
く
る
投
票
所
入
場
券
の

色
は
、
み
ど
り
色
で
す
。

・
候
補
者
の
氏
名
や
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ

た
選
挙
公
報
を
、
４
月
22
日
土
ま
で
に
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
投
票
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
日
当
日
の
投
票
率
や
開
票
状
況
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
混
雑
時
に
は
投
票
所
へ
の
入
場

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

選挙選挙へへ Let'sLet'sGO!GO!

★投票は
18歳からできます
　平成 28 年の公職選挙法改
正により、選挙権年齢が「18
歳」に引き下げられ、投票日の
翌日が18歳の誕生日の人まで、
その選挙の選挙権が与えられ、
投票することができます。
　また、令和３年の参議院議
員選挙以降に 18 歳になった人
には、選挙に関する冊子と記
念品を送ります。一読ください。

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
■

●
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
遠
賀
郡
選
挙
区
）

▽
と
き　
３
月
２
日
木
・
午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ　
福
岡
県
庁
講
堂

●
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

▽
と
き　
３
月
20
日
月
・
午
後
２
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　
役
場
３
階

※
い
ず
れ
の
説
明
会
も
出
席
者
は
１
候
補
者
に

つ
き
、
２
人
以
内
で
す
。

※
筆
記
用
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
営
制
度
■

資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

立
候
補
や
選
挙
運
動
の
機
会
均

等
を
図
る
た
め
、
候
補
者
の
選
挙

運
動
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担

す
る
選
挙
公
営
制
度
が
あ
り
ま

す
。
公
費
負
担
の
対
象
、
負
担
限

度
額
な
ど
は
芦
屋
町
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
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１月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人50
人40死亡

人07
人25

令和５年１月末日現在 令和４年１月末日現在
人　口
男　性6,396
女　性6,744
世帯数6,461

人
人 6,481

6,823
6,471 世帯

人
人

世帯

13,140 人 13,304 人

♥ Happy BirthdayHappy Birthday３月

がっくん 2 歳の誕生日おめでとう♥
幸せを運んできてくれてありがとう★★
沢山の人に愛されながらこれからも元気
で健康に育ってね♪

高
たかはし

橋 我
が く

來ちゃん
（正門町）
令和３年３月 21 日生まれ

2023 統一地方選挙選挙選挙へへLet'sLet'sGO!GO!©芦屋町
アッシー

　景気・雇用・教育・子育て・福祉・環境・災害・ごみの問題など、私たちの生
活の多くが政治とつながっています。住みやすい町をつくっていくため、私たち
一人一人の意見を代弁し、政治に反映してくれる代表者を選ぶのが選挙です。
　４月に行われる統一地方選挙を前に、政治や選挙に関する意見を皆さんに聞
いてみましたので紹介します。大切なあなたの一票の参考になりますように。

小中学生選挙ポスター
入選作品の一部

芦屋中学校３年重岡真緒さん

芦屋小学校５年新田あかりさん

下西ノ園純美さん（30 歳代女性）
町の子育てへの取り組みを今
でも十分に感じますが、４人
の子育て中なので、やっぱり
１番気になります。また、複

雑な世の中になってきているので、子ど
もの登下校時の安全など治安維持も取り
組んでもらいたいです。

山形 海さん
（20 歳代男性）
20 歳になっ
て 初 め て の
選 挙 が、 統

一地方選挙でした。今
は、18 歳になれば高校
生でも選挙権を与えら
れます。住んでいる町の
ことだから、貴重な１票
を無駄にしないで、町の
ために生かされる投票
をしてもらいたいです。

川代弘子さん
（70歳代女性）
江川台に住ん
でいますが、
交通の便が悪

くて困っています。今は自
転車に乗れますが、今後
乗れなくなった時のこと
を考えると、タウンバスや
市営バスに頼ることになり
ます。巡回バスは早朝に
走っていないので、もう少
し考えてもらいたいです。

大町信子さん（70 歳代女性）
選挙は絶対に行きます。住んで
いる地域に関係なく、気軽に誰
でも参加できる町民体育祭や祭
りあしやなどのイベントを開催
してほしいです。みんなで芦屋音頭、芦屋
サンバなど、住民を楽しませてくれること
を考えてくれる人を選びます。

北野いちかさん
（20 歳代女性）
子育て支援をいろ

いろ調べ、芦屋町が１番
優しい町だったので引っ
越してきました。選挙は
行ったことがないので、
祖母に一緒に行ってもら
えるか相談してみます。

S.N さん
（４0 歳代男性）
18 歳から選挙に参

加できます。若い人も含め、
幅広い世代の声を政治に反
映させることが大切です。
選挙に行きましょう！

N.M さん（４0 歳代男性）
子ども５人を子育て中で
す。家族が多いといろ

いろ大変だけど楽しいです。町
の子育て支援が充実しているの
で数年前に引っ越してきました。
問題は子どもが高校生になった
ときの交通事情ですね。なんと
か改善してもらいたいです。

T.N さん（20 歳代男性）
選挙権を得た時から、
毎 回 欠 か さ ず 選 挙 に

行っています。昨年、店を起
業し、町の活性化に役立ちた
いと思っています。住みやすい
町のことを多くの人に広める
ため、積極的にイベントや新
たな改革を行ってくれるよう
な人が増えるとうれしいです。
時代に沿った町づくりに力を
いれてもらえると、もっと町
が活気づくと思います。

A.H さん
（50 歳代男性）
私たちは日々、命

の源は「食」という思いで、
頑張っている農業従事者
です。町の農業のことに
理解があり、農業の発展・
進化をより考えてくれる
人を応援したいです。




